
雑誌リサイクル市 3 月 1 日(土)・２日(日) 

９：３０～１５：００ 

おはなし会    3 月 1 日(土)１０：３０～ 

「おひなさま・春」 

古文書の会    ３月４日・１１日・１８日(火) 

９：３０～ 

英語教室     ３月５日・19 日(水)１0：00～ 

おりがみ教室   ３月１５日(土)１３：３０～ 

 

ロビー展    「子育て」 

子育て支援展示 「春になったら」 

ティーンズ展示 「トビタテ！青春！」 

絵本の会展示  「学校・ようちえん」 
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 おりがみ教室 「しゅりけん」 

とき   ３月１５日(土)１３時３０分～ 

ところ  多目的室 

対象   幼児～ 

参加費  無料 

 

土庄町立中央図書館 
<ほんとぴあ> 

761-4121 

 香川県小豆郡土庄町渕崎甲 1400-1 

TEL（0879）62-0273・FAX（0879）62-2922 

e-mall：library@town.tonosho.lg.jp 

 

利用カード回収についてのお願い 
3 月は異動の時期。次の方は 

カウンターまでお申し出ください。 

・転出される方 

・町外にお住まいで土庄町の職場や 

 学校を退職・卒業される予定の方 

 （土庄町立中央図書館のカードをお持ちの方） 

・登録内容（姓・電話番号など）に変更のある方 

※団体貸出のカードをお持ちの責任者の方は、 

改めてご案内をいたしますが、年度末（3 月末）に 

一度ご返却ください。 

ご協力よろしくお願いします。 

雑誌リサイクル市 
図書館で保存期間の過ぎた雑誌を差し上げます。 

先着順で 1 日 1 人５冊まで。 

とき  ３月 1 日(土)・2 日(日) 

９時３０分～１５時まで 

ところ 多目的室 

 

子どもも大人も ガチャガチャにチャレンジ！ 

とき  3 月 4 日(火)～３月３０日(日) 

ところ 図書館カウンター 

 

スタンプラリーのスタンプを４個ためた人は 1 回、 

６個ためた人は 2 回ガチャガチャができます。 

スタンプが足りない人は、イベントに参加して 

スタンプをゲットしよう！ 

 

3 月のスタンプラリー対象イベント 

雑誌リサイクル市・おはなし会・おりがみ教室 

柴田ケイコさん in 小豆島 

１月２６日(日)、土庄町立中央公民館で、パンどろぼうシリー

ズで大人気のイラストレーター柴田ケイコさんのイベントを

開催しました。 

会場には、抽選で選ばれた５０組の親子が参加。柴田さんの

やさしい温かい声での読み聞かせに、作品の世界にひきこまれ

ました。 

また、その後の質問コーナーでは、子どもたちから大人もび

っくりするほどの質問があり、それに柴田さんが丁寧に答えら

れるなど、子どもも大人も大満足のイベントでした。 

（土庄町立中央図書館友の会会長 諸石 正宣） 

 

当図書館が開館する以前から、友の会の皆さんには大変お世話

になっています。いつもありがとうございます。 

※図書館では柴田ケイコさんから 

サインを頂いたパンどろぼうの絵本を 

展示しています。ぜひ見に来てください。 

図書館友の会 25 周年記念事業 

mailto:library@town.tonosho.lg.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月                     ４月

 

 

は休館日です。開館時間は９時から１８時です。水曜日のみ１９時まで開いています。 

※CD・DVD の返却口への投函は破損する恐れがありますので固くお断りします。  

日 月 火 水 木 金 土 

      １ 

２ ３ ４ 〈５〉 ６ ７ ８ 

９ １０ １１ 〈１２〉 １３ １４ １５ 

１６ １７ １８ 〈１９〉 ２０ ２１ ２２ 

２３ ２４ ２５ 〈２６〉 ２７ ２８ ２９ 

３０ ３１      

日 月 火 水 木 金 土 

  １ 〈２〉 ３ ４ ５ 

６ ７ ８ 〈９〉 １０ １１ １２ 

１３ １４ １５ 〈１６〉 １７ １８ １９ 

２０ ２１ ２２ 〈２３〉 ２４ ２５ ２６ 

２７ ２８ ２９ ３０    

「ノブーナガ」                  作：丸山 誠司 出版：絵本館 

織田信長のところに外国から 3 人のお客さんがみえました。3 人の名前は、 

「ルーカス」「ブルーノ」「アントーニオ」。 

信長は日本人といえど名古屋の言葉で話すので、お互いに会話が成り立ちません。 

「おだのぶなが」といっても「オヤ？ニョブニャガ」と言ったり 

「お・だ・の・ぶ・な・が」とゆっくり言っても「オ・リャ・ダ・メ・ナ・ガ」と答えるのです。 

微妙な言い間違いと、カタコトの日本語と方言が楽しい絵本です。 

読み聞かせにおすすめです。 

 

「クマはなぜ人里に出てきたのか」   文・写真：永幡 嘉之 出版：旬報社  

最近、日本のあちこちで「クマが住宅街など人間の住む場所に出没している」というニュースが 

聞かれます。クマはなぜ人間のいる場所に降りてくるのでしょうか？そもそも、クマとはどんな動物

なのでしょう？ 

自然写真家である著者が、専門家の協力を得ながら、山岳や里山での調査をもとに 

クマと人間の関係についてまとめたこの一冊。クマ出没の問題が、人間の社会の 

問題とつながっていることがわかりやすく書かれています。これまでなんとなく 

抱いていたクマのイメージが変わるかもしれませんよ。 

児童向け

「七福神めぐりのすごいひみつ」   著者：桜井 識子 出版：PHP 研究所  

みなさんがよくご存じの「七福神」とは、幸運を招くとされている、恵比寿・大黒天・羅紗門天・ 

弁財天・布袋・福禄寿・寿老人の７柱の「神様」と思っていませんか？ところが恵比寿様だけが 

日本の神様で、その他はインドと中国由来の神様だと知りました。 

この本の著者は、実際に何カ所かの七福神巡りに参加して、参り方の基本をはじめと 

して、願掛けの仕方や物事の考え方など、考えさせられることを書いています。 

今はやりのパワースポットと合わせて読んでみてはいかがでしょうか？ 


